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VMAT-SBRTにおけるMLC開口径の制約の有無による線量分布への影響につ
いて

武蔵野赤十字病院

所属　　　放射線科　　　　　　氏名　　　　　安廣　哲　 

（西暦）　　2025　年　11　月　～　（西暦）　　　2025　年　12月

放射線治療では線量を集中させて高線量を投与する治療方法に体幹部定
位照射(SBRT)がある。より根治性を高めるためにSBRTにおいて強度変調
回転照射(VMAT)の技術を用いるVMAT-SBRTにより線量増加を検討してい
るが、VMAT-SBRTにより照射技術が複雑化することで治療時間の延長が
懸念される。本研究では治療計画装置でVMAT-SBRTの計算過程において
照射野形状の複雑化を軽減する方法で治療時間の短縮を図り、その方法
による線量分布への影響を調べる。

2024年4月から2025年10月までにVMAT-SBRTを実施した14症例に対し、照
射野形状の複雑化を軽減する制約の有無による違いから治療計画装置で
算出される線量分布の線量指標（照射時間、線量集中性、線量勾配）の
影響を比較検討する。


